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「盛況の中に幕を閉じた合同運動会」

　10 月１日（日）、絶好のスポーツ日和の中、水上村体協

岩野支部との合同運動会を行いました。

　子どもたちが見せた鼓笛隊やダンス、応援合戦での最高

の演奏や演技、徒走やリレー、団体競技での一生懸命な表情、

親子競技での満面の笑顔など、どのシーンを切り取っても

輝いていました。

　前日の準備、当日の運営や片付けなどでは、たくさんの

保護者や地域の方々にもご協力いただき、大変スムーズに

運営することができました。心より感謝いたします。

10月８日（日）
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　10 月１日（日）、水上村体協湯山支部との合同

運動会が開催されました。当日は、天候にも恵ま

れ、児童一人ひとりが元気いっぱいに運動会を盛

り上げました。大人も、児童に負けず劣らず各競

技で奮闘。赤団も白団も各地区も優勝目指して頑

張りました。

　準備から片付けまでを含め、保護者の皆様、地

域の皆様には、大変お世話になりました。おかげ

さまですばらしい運動会を開催することができま

した。ありがとうございました。

力強く選手宣誓

地域の皆様からの応援看板恒例　体協の皆様によるバルーン門

全員でのダンス　「広がれ　笑顔！」のフィニッシュ！  声をからしてがんばった応援合戦

 白熱した綱引き
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………村内News

　10 月８日（日）に福田病院主催による稲刈りツアーが「母

と子の農園」にて開催されました。福田病院で産まれ、小学

校に入学した親子を対象に参加者を募り、２年に１回（水上

村と山都町の隔年開催）実施されています。

　今回の稲刈り体験ツアーは、６月４日に『田植えツアー』

で田植えをした水稲の収穫です。この体験ツアーの歴史は古

く、発端は、旧水上農協が農業体験による消費者との交流会

を実施したことに始まります。その後、平成３年に福田病院

利用者を招待したことから交流が続き、翌年からは、福田病

院からの要望により無農薬米の生産に取り組んでいます。

　稲刈り終了後は、湯山石倉にてバーベキューやそう

めん流しなどで生産者との交流を深め、例年以上の盛

り上がりとなりました。

����������

��������������

水上村良質米生産部会が

刈り方を指導中

田植えツアーの様子
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村内News………

　奉仕・体験学習「ふるさと塾」が、9 月 23 日

（土）の秋分の日に開催されました。今回は、相良

三十三観音巡りの札所となっている村内の生善院

と龍泉寺の２つのお寺を参拝し、相良三十三観音

巡りの意味やお参りの仕方などを学び、しっかり

とお参りをした後に、おもてなしのお茶が振る舞

われました。

　午後からは、白水阿蘇神社の秋祭りに参加し、

水上村指定無形文化財「白水神楽」を見学しました。

神楽の演目の 1 つ「柴引」を体験しました。

　参加した６名の子どもたちは普段できない体験

と、水上村の文化に触れ、秋のひとときを楽しん

でいました。

　第 4 回桜カップ学童野球大会が 10 月７日（土）、８日（日）

の２日間にわたり、水上中学校グランドで開催されました。

地元の水上 WILD BOARS をはじめ、郡内から４チーム、

郡外からは宮崎県えびの市、芦北町から参加いただき、総

勢６チーム約 100 名の小学生が出場し、熱戦が繰り広げら

れました。選手及び関係者のみなさん大変お疲れ様でした。

大会の成績は以下のとおりです。

優勝　　スラッガーズ（芦北町）

準優勝　飯野亀城スポーツ少年団（えびの市）

第３位　多良木レッドホークス（多良木町）

第４回
ふるさと塾

「ふるさとの伝統文化を知ろう！！」

第 4回桜カップ学童野球大会開催！！
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　平成２９年第３回（９月）定例会が９月５日から７日までの３日間の会期で開催され、

人事案件１件、条例３件、報告１件、２９年度各会計補正予算８件、２８年度各会計

決算９件などが提案され、慎重に審議された結果、区長会から提出の議員定数削減

に関する請願書を除き、原案どおり可決・認定されました。

第17号

第３回９月定例会

○
球
磨
郡
町
村
会　

平
成
30
年
度
球
磨
管

内
主
軸
事
業
要
望

　
　

熊
本
県
知
事
、
国
土
交
通
省
九
州
地
方

整
備
局
、
九
州
農
政
局
長
、
熊
本
県
議
会

議
長
要
望
を
経
て
、
熊
本
県
選
出
国
会
議

員
、
国
土
交
通
省
、
農
林
水
産
省
他
関
係

省
庁
へ
30

年
度
球
磨
管
内
主
軸
事
業
の
要

望
を
実
施
。
主
な
要
望
事
業
は
、
道
路
、
砂

防
事
業
の
整
備
促
進
、
橋
梁
の
長
寿
命
化

修
繕
、
市
房
ダ
ム
湖
周
辺
等
の
整
備
、
林
業

振
興
施
策
の
拡
充
・
強
化
、
野
生
獣
類
被
害

対
策
、山
村
活
性
化
に
関
す
る
財
政
支
援
、

教
育
支
援
活
動
に
対
す
る
予
算
及
び
支
援

員
の
確
保
等
。

○
災
害
時
に
お
け
る
特
設
公
衆
電
話
の
設

置
、
利
用
に
関
す
る
協
定
書
調
印
式

　
　

８
月
21

日
、
水
上
村
と
西
日
本
電
信
電

話
株
式
会
社
熊
本
支
店
で
、
災
害
時
に
お

け
る
特
設
公
衆
電
話
の
設
置
、
利
用
に
関

す
る
協
定
書
の
調
印
式
を
挙
行
。
各
地
で

発
生
し
て
い
る
災
害
時
に
一
般
電
話
が
つ

な
が
り
に
く
い
事
案
が
発
生
し
て
い
る

が
、
事
前
に
特
設
公
衆
電
話
を
設
置
す
る

と
、
優
先
的
に
つ
な
が
り
や
す
い
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
こ
の
協
定
を
機
に
村
内
の
指

定
す
る
主
要
避
難
所
10

ヶ
所
に
西
日
本
電

信
電
話
株
式
会
社
が
特
設
公
衆
電
話
の
回

線
を
設
置
し
、
本
村
が
電
話
機
を
と
り
つ

け
る
こ
と
に
よ
り
被
災
者
の
通
信
手
段
を

速
や
か
に
確
保
で
き
る
。
今
後
の
安
心
・

安
全
な
村
づ
く
り
に
大
き
く
寄
与
す
る
も

の
と
期
待
す
る
。

○
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
、
金
婚
式
の
表
彰

　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
（
結
婚
60

年
）
９
組 

　

金
婚
式
（
結
婚
50

年
）             

９
組 

○
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
採
用

　
　

書
類
審
査
と
面
接
試
験
を
実
施
し
た
結

果
、
村む
ら
か
み上　

幸さ
ち

さ
ん
（
岩
野
覚
井
）
を
９

月
１
日
付
け
で
採
用
し
産
業
振
興
課
で
勤

務
い
た
だ
く
こ
と
と
し
た
。
１
年
ご
と
の

任
期
契
約
で
最
長
３
年
間
。

○
中
学
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
九
州
大
会

　
　

中
学
３
年
生
、
森も
り
か
わ川

美み

さ

き咲
さ
ん
が
中
学

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
熊
本
県
選
抜
チ
ー
ム

の
一
員
と
し
て
、
８
月
26

日
か
ら
27

日
に

唐
津
市
で
開
催
さ
れ
た
九
州
大
会
に
出
場

し
、
打
撃
で
チ
ー
ム
に
貢
献
。
選
抜
チ
ー

ム
で
プ
レ
ー
で
き
た
こ
と
は
本
人
に
と
っ

て
と
て
も
い
い
経
験
に
な
っ
た
し
、
後
輩

に
も
よ
い
目
標
を
示
し
て
も
ら
え
た
と
思

う
。

村
長
諸
般
の
報
告

教
育
長
諸
般
の
報
告
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○
水
上
村
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

　
　

尾お

ま

え前
和か
ず
あ
き明

氏
（
本
野
）
を
選
任
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。

○
水
上
村
地
域
公
共
交
通
対
策
協
議
会
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

国
土
交
通
省
・
九
州
運
輸
局
・
熊
本
運
輸
支
局

と
の
協
議
の
中
で
、
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及

び
再
生
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
法
定
協
議
会
の

位
置
づ
け
を
、
よ
り
確
固
た
る
も
の
と
す
る
た
め

の
条
例
改
正
で
す
。

○
水
上
村
一
般
職
の
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

職
員
が
東
京
都
及
び
政
令
指
定
都
市
に
公
共
機

関
を
利
用
し
て
出
張
す
る
場
合
の
車
賃
支
給
を
、

「
１
回
に
つ
き
」
か
ら
「
１
日
に
つ
き
」
に
改
め
る

た
め
の
条
例
改
正
で
す
。

○
水
上
村
工
場
設
置
奨
励
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

本
年
７
月
の
地
域
経
済
牽け
ん
い
ん引

事
業
促
進
法
の
施

行
に
伴
い
、
国
が
認
め
る
事
業
に
つ
い
て
工
場
以

外
の
業
種
も
法
適
用
と
な
っ
た
た
め
必
要
な
事
項

を
改
め
る
条
例
改
正
で
す
。

○
２
学
期
も
小
・
中
学
生
は
元
気
に
登
校

　
　

暦
の
上
で
は
秋
と
は
言
い
な
が
ら
も
、
依
然
と

し
て
日
中
は
厳
し
い
暑
さ
が
続
い
て
い
る
が
、
村

内
小
学
校
は
議
員
の
力
添
え
に
よ
り
空
調
設
備
、

ト
イ
レ
の
整
備
な
ど
学
習
環
境
が
快
適
に
な
っ
て

い
る
。
各
学
校
に
は
、
よ
り
充
実
し
た
学
習
活
動

を
展
開
し
学
力
の
維
持
・
向
上
に
努
め
る
よ
う
お

願
い
し
て
い
る
。

人

事

案

件

条　
　

例

○
チ
ー
ム
「
ス
カ
イ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
が
ミ

ズ
ノ
ウ
エ
ー
ブ
エ
ン
ペ
ラ
ー
カ
ッ
プ
出

場

　
　

陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
「
ス
カ
イ

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
が
10

月
１
日
、
東
京
都
、

味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
る
ミ
ズ

ノ
ウ
エ
ー
ブ
エ
ン
ペ
ラ
ー
カ
ッ
プ
市
民
ラ

ン
ナ
ー
日
本
一
決
定
戦
に
出
場
。
チ
ー
ム

５
人
の
う
ち
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の

大お

お

て手
敬た
か
ふ
み史

君
、
ス
カ
イ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
管
理

人
の
村む
ら
か
み上

勝か
つ
の
り紀

君
が
メ
ン
バ
ー
。
水
上
村

の
よ
き
Ｐ
Ｒ
に
も
な
れ
ば
と
思
う
。

洋式トイレ

湯山小・空調設備 岩野小・空調設備

ミズノウエーブエンペラーカップ

ミズノウエーブエンペラーカップ

（九州ブロック代表チームの皆さんと）
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○
平
成
29
年
度
水
上
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
２
，
５
７
７
万
円
を

追
加
し
、
総
額
を
２
６
億
６
，
４
２
０
万
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　

 
 

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
・
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
設
置
工
事
１
１
４
万
１
，
０
０
０
円
、
農

地
な
ど
の
災
害
復
旧
費
１
，
６
０
０
万
円
な
ど
を

追
加
計
上
し
ま
し
た
。

○
平
成
29
年
度
水
上
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
事
業
勘
定
）
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
３
３
３
万
５
，
０
０
０

円
を
追
加
し
、
総
額
を
４
億
１
，
５
３
４
万
８
，

０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
29
年
度
水
上
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
６
５
７
万
３
，
０
０
０

円
を
追
加
し
、
総
額
を
３
億
４
，
３
５
７
万
３
，

０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
29
年
度
水
上
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１
７
万
４
，
０
０
０

円

を

追

加

し
、

総

額

を

３
，

２

４

８

万

４
，

０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
29
年
度
水
上
村
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
２
１
万
６
，
０
０
０

円

を

追

加

し
、

総

額

を

３
，

４

４
５

万

６
，

０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
29
年
度
水
上
村
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
２
９
８

万
５
，

０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
を
５
，
６
９
８
万
５
，

０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
29
年
度
水
上
村
林
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
２
７
０
万
８
，
０
０
０

円
を
追
加
し
、
総
額
を
８
３
５
万
８
，
０
０
０
円

と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
29
年
度
水
上
村
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１
９
５

万
６
，

０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
を
４
，
４
７
９
万
６
，

０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
28
年
度
水
上
村
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て

○
平
成
28
年
度
水
上
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
事
業
勘
定
）
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
28
年
度
水
上
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
直
診
勘
定
）
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
28
年
度
水
上
村
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
28
年
度
水
上
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て

○
平
成
28
年
度
水
上
村

簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て

○
平
成
28
年
度
水
上
村

農
業
集
落
排
水
事
業

決

算

認

定

予　
　

算
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特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
28
年
度
水
上
村
林
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
28
年
度
水
上
村
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

　
　

い
ず
れ
も
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
認
定

さ
れ
ま
し
た
。（
10

・
11

ペ
ー
ジ
掲
載
）

○
平
成
28
年
度
水
上
村
財
政
健
全
化
判
断
比
率
の
報

告
に
つ
い
て

　
　

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
き
監
査
委
員
の
意
見
を

付
し
て
報
告
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
早
期
健
全
化
基

準
を
下
回
っ
て
お
り
良
好
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

○
村
道
の
認
定
に
つ
い
て
（
矢
立
線
）

○
熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
共
同
処
理
す
る

事
務
の
変
更
及
び
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

○
水
上
村
議
会
議
員
定
数
に
関
す
る
決
議

○
水
上
村
議
会
議
員
の
定
数
削
減
に
関
す
る
請
願
書

　
　

水
上
村
区
長
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
水
上
村
議
会

議
員
の
定
数
削
減
に
関
す
る
請
願
書
は
、
議
員
定

数
等
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
本
会
議
で
賛
成
少
数
に
よ
り
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。

○
全
国
森
林
環
境
税
の
創
設
に
関
す
る
意
見
書
採
択

の
陳
情

○
議
員
派
遣
の
件
に
つ
い
て

○
継
続
審
査
申
出
書
に
つ
い
て

○
平
成
29
年
度
水
上
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
２
７
３
万
円
を
追
加

し
、
総
額
を
２
６
億
３
，
８
４
３
万
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　
　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
国
道
３
８
８
号
線
改
良

に
伴
う
支
障
木
伐
採
委
託
料
１
２
０
万
円
な
ど
を

追
加
計
上
し
ま
し
た
。

○
専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
平
成
29
年
度
水
上
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）
）

○
継
続
審
査
申
出
書
に
つ
い
て

報　
　

告

そ

の

他

予　
　

算

そ

の

他

８
月
８
日
開
催

第
４
回
臨
時
会
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平成 28 年度歳入歳出表　一般会計

村税
202,452,223 円

5.88％

村税
202,452,223 円

5.88％

村債
823,199,000 円

23.93％

村債
823,199,000 円

23.93％

繰越金
216,039,745 円

6.28％

繰越金
216,039,745 円

6.28％
繰入金
29,478,090 円
0.86％

繰入金
29,478,090 円
0.86％

諸収入
101,340,318 円
2.95％

諸収入
101,340,318 円
2.95％

国庫支出金
250,489,271 円

7.28％

国庫支出金
250,489,271 円

7.28％

総務費
448,452,967 円

14.22％

総務費
448,452,967 円

14.22％

民生費
458,391,623 円

14.54％

民生費
458,391,623 円

14.54％

農林水産業費
241,797,854 円

7.67％

農林水産業費
241,797,854 円

7.67％土木費
407,518,927 円

12.92％

土木費
407,518,927 円

12.92％

教育費
751,600,428 円

23.84％

教育費
751,600,428 円

23.84％

公債費
302,777,574 円

9.60％

公債費
302,777,574 円

9.60％

県支出金
131,037,980 円

3.81％

県支出金
131,037,980 円

3.81％

地方交付税
1,537,678,000 円

44.69％

地方交付税
1,537,678,000 円

44.69％

地方譲与税
37,808,000 円　1.10％
地方譲与税
37,808,000 円　1.10％

利子割交付金
114,000 円　0.00％
利子割交付金
114,000 円　0.00％

配当割交付金
265,000 円　0.01％
配当割交付金
265,000 円　0.01％

株式等譲渡所得割交付金
195,000 円　0.01％
株式等譲渡所得割交付金
195,000 円　0.01％

地方消費税交付金
37,499,000 円　1.09％
地方消費税交付金
37,499,000 円　1.09％

自動車取得税交付金
6,390,000 円　0.19％
自動車取得税交付金
6,390,000 円　0.19％

地方特例交付金
610,000 円　0.02％
地方特例交付金
610,000 円　0.02％

議会費
62,918,399 円　2.00％
議会費
62,918,399 円　2.00％

衛生費
124,577,109 円
3.59％

衛生費
124,577,109 円
3.59％

商工費
128,324,584 円　4.07％
商工費
128,324,584 円　4.07％

消防費
105,852,411 円
3.36％

消防費
105,852,411 円
3.36％

災害復旧費
120,995,119 円
3.84％

災害復旧費
120,995,119 円
3.84％

分担金及び負担金
8,453,591 円　0.25％
分担金及び負担金
8,453,591 円　0.25％

使用料及び手数料
29,399,270 円　0.85％
使用料及び手数料
29,399,270 円　0.85％

財産収入
26,751,077 円
0.78％

財産収入
26,751,077 円
0.78％

寄附金
1,543,000 円
0.04％

寄附金
1,543,000 円
0.04％

歳  出
3,153,206,995 円

歳  入
3,440,742,565 円
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平成28年度　水上村会計別決算総括表
（単位：円）

会　計　別 区　　分 予　算　現　額 決　　算　　額
予算現額に対する決算額比較

増減額（繰越明許費を含む）

予算現額に対する

決算額の比較 （％）

一 般 会 計

歳　　　入 4,061,742,000 3,440,742,565 △ 620,999,435 84.71%

歳　　　出 4,061,742,000 3,153,206,995 △ 908,535,005 77.63%

歳入歳出差引残額 287,535,570

国民健康保険特別

会 計（ 事 業 勘 定 ）

歳　　　入 386,834,000 396,730,099 9,896,099 102.56%

歳　　　出 386,834,000 358,039,109 △ 28,794,891 92.56%

歳入歳出差引残額 38,690,990

国民健康保険特別

会 計（ 直 診 勘 定 ）

歳　　　入 8,471,000 8,469,120 △ 1,880 99.98%

歳　　　出 8,471,000 8,318,500 △ 152,500 98.20%

歳入歳出差引残額 150,620

介護保険特別会計

歳　　　入 375,855,000 378,020,609 2,165,609 100.58%

歳　　　出 375,855,000 364,383,975 △ 11,471,025 96.95%

歳入歳出差引残額 13,636,634

後 期 高 齢 者 医 療

特 別 会 計

歳　　　入 31,171,000 31,420,478 249,478 100.80%

歳　　　出 31,171,000 30,478,173 △ 692,827 97.78%

歳入歳出差引残額 942,305

簡 易 水 道 事 業

特 別 会 計

歳　　　入 42,331,000 43,521,650 1,190,650 102.81%

歳　　　出 42,331,000 38,506,744 △ 3,824,256 90.97%

歳入歳出差引残額 5,014,906

農業集落排水事業

特 別 会 計

歳　　　入 54,000,000 54,254,029 254,029 100.47%

歳　　　出 54,000,000 51,268,612 △ 2,731,388 94.94%

歳入歳出差引残額 2,985,417

林業集落排水事業

特 別 会 計

歳　　　入 5,650,000 5,723,087 73,087 101.29%

歳　　　出 5,650,000 4,614,647 △ 1,035,353 81.68%

歳入歳出差引残額 1,108,440

下 水 道 事 業

特 別 会 計

歳　　　入 40,633,000 38,015,216 △ 2,617,784 93.56%

歳　　　出 40,633,000 33,058,321 △ 7,574,679 81.36%

歳入歳出差引残額 4,956,895

総　合　計

歳　　　入 5,006,687,000 4,396,896,853 △ 609,790,147 87.82%

歳　　　出 5,006,687,000 4,041,875,076 △ 964,811,924 80.73%

歳入歳出差引残額 355,021,777
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議員定数等に関する調査特別委員会報告
　平成 27 年 12 月 10 日の第４回水上村議会定例会において、本委員会に付託されま

した議会議員定数等について、その調査の結果をご報告いたします。

１．委員会の開催日

　　第１回　平成２７年１２月１０日　　第２回　平成２８年　２月２２日

　　第３回　平成２９年　２月１６日　　第４回　平成２９年　８月　８日

２．調査の経過

　これまでの議員定数の推移、郡内・県内・全国の議員定数等を調査し、今後の議員

定数に関し審議を行いました。

３．審議の内容

　※ 議員定数を削減すべきとの意見

○前回の平成 27 年４月の村議会議員選挙では、議員定数と立候補者数が同数となり

無投票の結果となったことから、次回の選挙でも無投票の恐れがある。

○定数削減を望む村民の声もある。

○人口の減少に伴った議員定数が必要。

○県内、郡内の同規模自治体では定数削減されている。

○定数を削減した分、少しでも報酬を上げることで、選挙に出やすい環境を整える

べき。

○委員会等の委員数が足りなければ、複数の委員会所属などで対応すべき。

　※ 現状の議員定数を維持すべきとの意見

○前回の無投票選挙と議員定数とは直接関係はないのではないか。次回の選挙で無投

票であれば致し方ないが、今回は削減すべきではない。

○議会に対する不信感があるのは、議会や地域での議員活動が住民に見えにくいこと

もあるのではないか。豊かな発想で村を発展させていくことが必要ではないか。

○村民の参画を得た議会運営を成熟させていくことが大事である。二元代表制の議事・

議決機関として我々の更なる努力により、定数については村民からもある程度理解

していただけるのではないか。

○定数削減により、村民の選択や当選へのハードルが高くなることにより、ますます

立候補が難しくなるのではないか。

○各町村が定数を削減していった場合、郡内をはじめ県内そして県議会議員、国会議

員まで影響が波及する恐れがある。

○今後、様々な権限委譲が増えてくる中で委員会の在り方も含め、一定の議員数がな

ければ多種多様な意見を交わしての結論を出すこともできないし、議員の役割を伝

えるうえからも一定の人数は必要である。
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４．調査の結果

　以上の審議内容のように、統一した結論を得ることができなかったため、第４回議

員定数等に関する調査特別委員会の審議をもって、議員定数の方向性を決定し本定例

会において結果報告を行うことを委員会に諮り、了承されましたので無記名投票によ

り採決いたしました。

　採決の結果、定数削減を主張する委員４名、定数現状維持を主張する委員６名とな

りました。

　よって、本委員会の調査の結果、賛成者多数により議会議員の定数は、現状維持の

10 人とすることに決定しましたので報告します。

　更に８月 21 日に区長会から提出されました水上村議会議員の定数削減に関する請

願書は、本会議で議員定数等に関する調査特別委員会に付託されましたので、定例会

期中に第５回委員会を開催しました。請願書を真摯に重く受け止め再度審議、協議し

採決を行いました。

　採決の結果、賛成委員　　　山崎隆浩　那須正弘　那須良策　富山憲治

　　　　　　　反対委員　　　杉野久志　荒嶽　晋　米良　哲　米本宗徳

　　　　　　　　　　　　　　　小野賴年　大石長一郎

　以上、賛成者少数により不採択となりました。

※ 委員会は、議長を除く９名の委員で構成され、議事が可否同数のときは委員長の決す

るところとなっていますが、この議事については議員全員で採決することが委員全会

一致で決定されたため、10 名全員で採決が行われました。

議会を傍聴してみませんか
次回の定例議会は 12月です

（手続は住所・氏名を書くだけです）

詳しくは議会事務局℡ 44-0319 まで
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ミニガソリンスタ

ンド設置の考えは

国の指針を見極めた後
に検討

Ｑ

Ａ

杉野　久志　議員

経
済
産
業
省
が
ミ
ニ
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
を
導
入
す
る
町

村
に
対
し
、
建
設
費
の
一
部
を
補
助

す
る
報
道
が
あ
る
が
村
の
考
え
は
。

田
代
総
務
課
長　

平
成
23
年
に

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
給

油
所
が
激
減
し
本
村
で
も
一
ヶ
所
に

な
っ
た
。
ミ
ニ
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

は
、
６
０
０
ℓ
の
地
上
タ
ン
ク
で
通

常
の
３
分
の
１
、
約
１
，
０
０
０
万

円
程
度
で
建
設
は
で
き
る
が
、
補
助

率
等
は
ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
。
価

格
の
設
定
、
人
件
費
、
場
所
な
ど
の

問
題
が
あ
り
経
済
産
業
省
の
指
針
が

発
表
さ
れ
た
後
、
い
ろ
い
ろ
な
方
策

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
題
が
ク
リ
ア
で
き
れ
ば
設
置

す
る
と
い
う
こ
と
で
よ
い
か
。

田
代
総
務
課
長　

現
段
階
で
は

設
置
す
る
と
い
う
答
弁
は
差

し
控
え
た
い
。

問答答 問

一般的なＧＳとミニＧＳの違い

●１万ℓ前後の大型の地

下タンク

●建設費や維持費がか

さむ

●600ℓ以下の小型タ

ンク兼給油機を地上

に設置

●高さ 1.5m程度

●設置費は一般的なＧＳ

の約３分の１

一般的なＧＳ ミニＧＳ（例）
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米良　　哲　議員

村
道
認
定
は
、
ど
の
よ
う
な
基

準
で
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

甲
斐
建
設
課
長　

要
綱
は
整
備

し
て
お
ら
ず
、
今
ま
で
の
申
し

合
わ
せ
で
住
家
２
戸
ま
で
の
路
線
に

つ
い
て
認
定
し
て
い
る
。

公
共
性
や
災
害
等
の
緊
急
時

を
考
え
る
と
、
住
家
が
１
戸

で
あ
っ
て
も
価
値
あ
る
路
線
、
例
え

ば
里
道
等
を
村
道
認
定
し
て
い
く
考

え
は
。中

嶽
村
長　

里
道
は
道
路
法

の
適
用
が
な
い
法
定
外
の
公

共
物
で
あ
る
が
、
過
去
に
運
用
し
た

例
も
あ
る
。
今
後
、
整
備
計
画
が
あ

る
の
か
聞
き
取
り
調
査
し
補
助
率
の

嵩か

さ

あ上
げ
で
整
備
す
る
か
、
村
道
に
し

た
ほ
う
が
よ
い
か
十
分
検
討
す
る
。

問問 答答

水
上
ス
カ
イ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の

利
用
促
進
と
利
用
計
画
は

担
当
課
及
び
観
光
協
会
と
連
携
し
、

広
範
囲
で
多
目
的
な
利
用
の
通
年
型
で

ＱＡオ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
の
利
用

状
況
は
。

堤
田
教
育
課
長　

中
学
校
が

９
校
84

名
・
高
校
が
27

校
５

２
７
名
・
実
業
団
が
３
団
体
27
名
・

そ
の
他
一
般
が
８
団
体
・
一
般
個
人

を
合
わ
せ
る
と
４
０
５
名
の
計
１
，

０
４
３
名
、
延
べ
５
，
５
０
４
回
利

用
さ
れ
て
お
り
宿
泊
は
２
，
１
２
５

泊
と
な
っ
て
い
る
。

オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の
利
用
促
進

及
び
利
用
計
画
は
。

中
嶽
村
長　

12

月
か
ら
２
月

に
か
け
て
は
、
施
設
を
オ
フ
に

し
よ
う
と
い
う
こ
と
も
考
え
た
が
、

年
間
を
通
し
て
ア
ス
リ
ー
ト
養
成
の

た
め
の
利
用
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
通
年
型
と
し
た
。
ま
た
、
予
約
が

な
い
時
期
は
担
当
課
や
観
光
協
会
と

問問 答答

連
携
し
イ
ベ
ン
ト
計
画
の
支
援
を
行

い
、
多
目
的
な
利
用
を
考
え
て
い
き

た
い
。

里道などの

村道認定の考えは

里道で整備していくか、
村道にするか十分検討する

Ｑ

Ａ

スカイクラブナイト
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山崎　隆浩　議員

村長就任後の政治公約の

実績と進捗は

「元気で輝くみずかみ」、「元気で笑顔
あふれるみずかみ」の実現を目指す

Ｑ

Ａ

「
子
ど
も
と
お
年
寄
り
に
安
全

で
や
さ
し
い
村
づ
く
り
」
に
関

し
、
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
に
つ
い
て
。

中
嶽
村
長　

•

出
産
祝
い
金

の
改
定
。（
第
一
子
３
万
円
、
第

二
子
５
万
円
、第
三
子
以
降
10
万
円
）

•

学
校
給
食
費
の
公
費
負
担
。

•

医
療
費
の
無
償
化
。（
高
校
３
年

生
ま
で
）

•

通
学
費
、
下
宿
の
支
援
。（
80
％
以

内
上
限
１
万
円
）

•
不
妊
治
療
助
成
措
置
の
拡
充
。（

数
名
の
方
が
利
用
さ
れ
赤
ち
ゃ
ん
も

誕
生
し
て
い
る
）
合
計
特
殊
出
生
率

は
現
在
1.7
で
1.9
ま
で
引
上
げ
、
将
来

2.0
で
安
定
し
た
人
口
維
持
等
を
確
立

し
て
い
き
た
い
。

※
合
計
特
殊
出
生
率
と
は
、
1
人
の

女
性
が
生
涯
に
産
む
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
子
供
の
数
を
示
す
指
標
で
、
そ

の
年
の
15
歳
か
ら
49
歳
ま
で
の
女
性

が
生
ん
だ
子
ど
も
の
数
を
元
に
算
出

さ
れ
る
。

「
村
民
皆
が
い
き
い
き
と
働
く

こ
と
が
で
き
る
村
づ
く
り
」
に

関
し
産
業
推
進
機
構
の
現
状
と
あ
る

問問 答

べ
き
姿
に
つ
い
て
。

中
嶽
村
長　

農
林
産
物
、
特
用

林
産
物
を
産
品
化
し
六
次
産

業
化
を
目
指
す
。
農
産
物
の
栽
培
指

導
や
先
進
地
研
修
な
ど
生
産
現
場
の

強
化
に
努
め
、
更
に
物
流
セ
ミ
ナ
ー（

台
湾
の
観
光
物
産
展
に
出
向
き
米
の

販
売
価
格
を

１
㎏
７
０
０

円
か
ら
の
交

渉
を
進
め
て

い
る
）
を
開

催
し
、
特
産

品
開
発
（
ア

グ
リ
ビ
ジ
ネ

ス
セ
ン
タ
ー

を
活
用
し
イ

チ
ゴ
の
濃
縮

ジ
ュ
ー
ス
や

椎
茸
粉
末
加

工
の
試
作
に

取
り
か
か
っ

て
い
る
）
に

向
け
た
取
り

組
み
を
し
て

い
る
。
29

年

度
よ
り
山
村
活
性
化
交
付
金
の
指
定

を
３
年
間
受
け
、
期
間
内
に
成
果
が

出
る
よ
う
考
え
て
い
る
。

「
共
生
（
自
立
）
の
村
づ
く
り
」
に

つ
い
て
。

中
嶽
村
長　

職
員
を
総
会
や

役
員
会
、
行
事
ご
と
に
出
席

問答

答

台湾観光物産展
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さ
せ
地
域
の
声
を
聞
き
、
濃
密
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
た
め
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

•

道
路
工
事
補
助
金
交
付
条
例
の

改
正
。（
里
道
70
％
↓
80
％
）

•

村
道
認
定
。

•

定
住
促
進
対
策
。（
宅
地
分
譲
・
住

宅
建
設
）

「
村
財
政
健
全
化
」
に
向
け
て
の

実
績
と
計
画
は
。

中
嶽
村
長　

•

29

年
度
か
ら

10
年
間
の
中
長
期
財
政
計
画
を

策
定
し
、財
政
の
健
全
化
に
努
め
る
。

•

27
年
度
・
28
年
度
で
３
億
２
，
０

０
０
万
円
の
基
金
を
造
成
。

•

集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
。（
事

務
事
業
の
再
編
・
統
合
・
廃
止
そ
し
て

民
間
委
託
の
検
討
、
組
織
機
構
の
見

直
し
と
定
数
管
理
、
給
料
の
適
正
化
、

第
三
セ
ク
タ
ー
の
見
直
し
、
経
費
節

減
の
効
果
等
を
踏
ま
え
財
政
対
策
を

考
え
る
）

定
住
促
進
に
係
る
住
宅
整
備
計

画
は
。

甲
斐
建
設
課
長　

４
月
に
住

宅
定
住
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

編
集
後
記

　

秋
と
い
え
ば
実
り
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
読
書
の
秋
、
食
欲
の
秋

な
ど
と
言
わ
れ
、
一
年
で
最
も
過
ご
し
や
す
い
季
節
で
す
。
黄
色
く
色

づ
い
た
稲
穂
も
刈
り
取
ら
れ
、
今
で
は
刈
り
取
っ
た
株
か
ら
青
い
芽
が

出
て
い
ま
す
が
、
今
年
の
出
来
栄
え
は
如
何
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
う
し
た
反
面
、
最
近
で
は
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
等
の
問
題
で
、

耕
作
放
棄
地
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
深
刻

な
問
題
だ
と
考
え
ま
す
。
朝
・
夕
は
肌
寒
く
な
り
、
す
っ
か
り
晩
秋
の

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
体
調
の
管
理
が
難
し
く
な
っ
て
き
ま
す
の
で
十

分
注
意
し
て
下
さ
い
。
や
が
て
紅
葉
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。
も
み

じ
狩
り
な
ど
で
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
、
残
り
の
月
日
を
元
気
に
過

ご
さ
れ
る
事
を
祈
念
し
ま
す
。

米
良　
　

哲

広
報
特
別
委
員
会　
　
　
　
　

委

員

長　
　

荒
嶽　
　

晋

副
委
員
長　
　

米
本　

宗
徳

委　
　

員　
　

米
良　
　

哲

山
崎　

隆
浩

ト
を
実
施
し
、
岩
野
地
区
は
宅
地
分

譲
地
の
整
備
、
湯
山
地
区
は
村
営
住

宅
建
設
の
計
画
を
進
め
て
い
る
。

所
得
制
限
が
か
か
ら
ず
、
単
身

者
で
も
入
居
可
能
な
住
宅
整
備

の
考
え
は
。

中
嶽
村
長　

入
居
の
条
件
を

緩
和
す
る
に
は
、
公
営
住
宅
よ

り
一
般
住
宅
の
整
備
に
な
る
。
ま
た
、

単
身
者
向
け
住
宅
は
国
・
県
の
補
助

事
業
が
な
い
の
が
現
状
。
村
単
独
で

整
備
す
る
か
民
間
事
業
者
と
地
方
公

共
団
体
が
共
同
で
行
う
「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事

業
」も
視
野
に
入
れ
て
、
１
Ｄ
Ｋ
位
の

小
さ
め
な
住
宅
整
備
を
検
討
し
た

い
。そ

の
他
の
質
問
事
項

○
地
域
公
共
交
通
計
画
に
つ
い
て

○
地
域
活
性
化
策
に
つ
い
て

問問 答答

問答
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男性料理教室のご案内

　下記の日程で実施しますので是非、ご参加ください。

　　期　日　　　　11月 17日（金）

　　時　間　　　　午前９時30分　～　午後１時

　　場　所　　　　水上村保健センター　調理室

　　持参する物　　エプロン　三角巾　筆記用具

　　　＊　参加費は無料です　＊

　　申込み期限　１１月１０日（金）
　　申込み先　　水上村保健福祉課　保健師　那須

　　　　　　　　電話　４４－０３１３

���� ��

保健師

  コラム vol.5

�� ������������

乳幼児突然死症候群（SIDS）を知って、

　睡眠中の赤ちゃんの死亡を減らしましょう

〇SIDSとは

　何の予兆や病気もないまま、乳幼児が死に至る原因の分からない病気です。

　※窒息などの事故とは異なります。

〇乳児期の死亡原因の第３位！

　※6,000～ 7,000人に1人の割合で発症すると言われている。

　※主として睡眠中に発生し、生後２カ月～６か月の赤ちゃんに多い。

　※12月以降の冬期に発症する傾向がみられる。

◎SIDSの発症率を低くするポイント

　予防法は確率していませんが、以下の３つのポイントを守ることにより発症率が

低くなるというデータがあります。

①1歳になるまでは、寝かせるときはあおむけに寝かせましょう

※医師よりうつぶせ寝を勧められている場合を除く。

・うつぶせ寝は、あおむけ寝に比べてSIDSの発症率が高いという研究結果がでて

います。

②できるだけ母乳で育てましょう

・母乳で育てられている赤ちゃんは、人工乳で育てられている赤ちゃんと比べて

SIDSの発症率が低いといわれています。人工乳がSIDSを引き起こすわけではあ

りませんが、できるだけ母乳で育てるようにしましょう。

③たばこをやめましょう

・両親が喫煙する場合、両親が喫煙しない場合よりSIDSの発症率が高くなるとい

うデータがあります。

保健師　岩崎
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　エイズは、HIV というウイルスに感染して起こる病気です。感染から発病まで、数年の潜伏

期があり、感染していても早期に発見し治療を始めることで、発病を予防することができます。

　検査は、採血だけですので短時間で終了します。

　※梅毒・クラミジア・Ｂ型肝炎・Ｃ型肝炎も同時検査できます。

日　　程：11/29（水）、11/30（木）、12/1（金）、12/4（月）、12/5（火）　※要予約

時　　間：17時～ 19時　※12/5（火）は 9時～ 11時も検査可能です。

場　　所：人吉保健所

お問合せ先：熊本県人吉保健所（0966-22-3107）

◎笑顔ヘルCキャンペーン◎　

　　球磨郡内の歯科診療所で無料歯科健診・相談を行います。

　　☆歯ブラシの贈呈あり！

期　間：平成29年 11月６日（月）～11月 11日（土）

場　所：球磨郡内の下記診療所

内　容：（１）無料歯科健診、相談

　　　　（２）むし歯・歯周病のチェック

　　　　（３）ブラッシング指導

　　　　（４）歯ブラシ贈呈

その他：※治療は有料です。

　　　　※事前に電話で予約してください。

　　　　「笑顔ヘルシーキャンペーンの歯科健診です」とお伝えください。

＜対象診療所一覧＞

秋山歯科医院、秋山歯科クリニック、おおた歯科こども

歯科クリニック、くろにた歯科医院、公立多良木病院歯

科、坂梨歯科医院、高野歯科医院、中原歯科医院、にし

き歯科医院、水上歯科医院、むかえ歯科医院、やまさき

歯科医院、山村歯科医院

お問合せ先：熊本県人吉保健所（0966-22-3107）

12月１日は「世界エイズデー」

無料・匿名でHIV検査が受けられます。



2017.11　広報　みずかみ 20

税務住民課他からのお知らせ

納税のお知らせ

11月の税金等
※村県民税　　　　　　　３期
※国民健康保険税　　　　７期
※後期高齢者医療保険料　７期

����
◎各地区のみなさま方、税金の納期内納入・年度内完納にご協力く

ださい。
※税金を納期内に納入されますと、報奨金として１件につき１００円が地区に支払われます。

★水上村の納付書での納入取扱金融機関等は下記のとおりです。

取扱金融機関 窓口取扱時間 取扱曜日

水上村役場　会計室 午前８時３０分～午後５時１５分

月～金曜日

（祝祭日除く）

郵便局（ゆうちょ銀行） 午前９時００分～午後４時００分

JA球磨　上球磨支所 午前９時００分～午後３時００分

肥後銀行　湯前支店 午前９時００分～午後３時００分

熊本県信用組合　多良木支店 午前９時００分～午後３時００分

熊本銀行　多良木支店 午前９時００分～午後３時００分

【11月の税の納期限は、11月30日（木）】です。

　納め忘れのないよう、お早めに、最寄りの取扱金融機関等でご納付ください。

　また、納税には便利で確実な口座振替を是非ご利用ください。

　なお、口座振替手続きは金融機関の窓口にてお願いいたします。　

※各税等について、ご不明な点がありましたら水上村役場までご連絡ください。

【税務住民課　TEL４４－０３１６】村県民税・固定資産税・軽自動車税・介護保険料
　　　　　　　　　　　　　　　　　国民健康保険税・後期高齢者医療保険料

　今年度は「毎月第２木曜日」に行

政相談所を開設します。

　相談は無料で秘密は固く守られま

す。お気軽にご相談ください。

日　時：11月９日（木）午後１時～午後３時

場　所：水上村保健センター

相談員：行政相談委員　唐鎌精二　氏

お問い合わせ先

　水上村役場　総務課　椎葉由美　☎44-0311

※社会福祉協議会による相談会も同日開催され

ます。

日　時：11月９日（木）午後１時～午後４時

場　所：水上村保健センター

相談員：弁護士等　　※事前に予約が必要です。

お問い合わせ先

　水上村社会福祉協議会　☎44-0782

�������� �������
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税務住民課からのお知らせ

村内の郵便局での証明発行について

住民票が必要だけど、役場に行く時間がない!!

そんな時は、村内３カ所の郵便局窓口で証明発行を請求することが可能です！

約 10 分で証明を受け取ることができます！

請求できる証明書は

　①住民票関係

　②印鑑登録証明書

　③戸籍関係

　④納税証明書（法人税除く）

　⑤軽自動車納税証明書

種　　別 請求できる人 必要なもの

①住民票関係 本人・同世帯の方 ※本人確認書類

②印鑑登録証明書 本人のみ 印鑑登録証（青色）

③戸籍関係 本人・同籍者・直系の方 ※本人確認書類

④納税証明書（法人税除く） 本人・同世帯の方 ※本人確認書類

⑤軽自動車納税証明書 本人・同世帯の方 車検証

※ 本人確認書類について

　運転免許証やマイナンバーカードなど写真付の証明書。

写真付きの証明書をお持ちでない方は、健康保険証と年金手帳、診察券など２点組み合

わせてご持参ください。

【注意事項】

１．上記以外の証明書及び任意の様式のよる記載事項証明書等については、従来どおり役

場で請求してください。

２．請求できる時間帯は、午前９時から午後５時までです。

３．マイナンバー・住民票コード付きの住民票は、役場窓口のみでの発行となります

ご不明な点がございましたら下のお問合せ先までお気軽にご連絡ください。

お問合せ先

　水上村役場税務住民課　荒嶽・蔵座

　☎　４４－０３１６
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自 衛 官 等 の 募 集

11月～３月はノロウイルスに注意してください

１　自衛官候補生２・３次募集

　⑴　募集期間

　　ア　２次募集　平成29年９月８日（金）～11月６日（月）

　　イ　３次募集　平成29年 11月７日（火）～11月 27日（月）

　⑵　試験日・場所

　　ア　２次募集　平成29年 11月 12日（日）　健軍駐屯地

　　イ　３次募集　平成29年 12月２日（土）　健軍駐屯地

　⑶　試験内容　筆記試験（国語、数学、社会、作文）、適性検査、口述試験、身体検査

　⑷　受験資格者　18歳以上 27歳未満の男性

２　陸上自衛隊高等工科学校生徒

　⑴　募集期間

　　ア　推薦　平成29年 11月１日（水）～12月１日（金）

　　イ　一般　平成29年 11月１日（水）～平成30年１月９日（火）

　⑵　試験日・場所

　　ア　推薦　平成30年１月６日（土）～８日（月）の間の指定する１日

　　　　　　　陸上自衛隊高等工科学校（神奈川県横須賀市御幸浜2-1）

　　イ　一般

　　　ア　一次　平成30年１月 20日（土）熊本県内（受付後にお知らせします。）

　　　イ　二次　平成30年２月１日（木）～４日（日）の間の指定する１日

　⑶　試験科目

　　ア　推薦　口述試験、筆記試験（作文含む。）、身体検査

　　イ　一般　筆記試験（国語、社会、数学、理科、英語）及び作文

　⑷　受験資格者　15歳以上 17歳未満で中卒（見込含む。）の男子

　５　合格発表

　　ア　推薦　平成30年１月 17日（水）

　　イ　一般　ア　一次　平成30年１月 26日（金）　　イ　最終　平成30年２月 16日（金）

※　各種自衛官募集のお問合わせ

　　自衛隊熊本地方協力本部人吉地域事務所　

　　〒868-0008　人吉市中青井町320-13

　　TEL：22-4704（FAX兼）

概要

　ノロウイルスは冬季に流行する、感染性胃腸炎の原因となるウイルスです。

　ノロウイルスは感染力が非常に強く、主にヒトの手指や食品などを介して感染し、おう吐、下痢、

腹痛などの症状を引き起こします。

予防法

○外出後、トイレ後、調理や食事前、嘔吐物や糞便処理後には、手洗いをしかっり行いましょう。

○食品はしっかり加熱しましょう。（中心温度85～ 90℃で 90秒以上）

二次感染予防

○感染者の嘔吐物、糞便には大量のウイルスが含まれています。処理をする際は、使い捨て手袋や

マスク等を着用し、汚染箇所は次亜塩素酸ナトリウムで十分に消毒を実施してください。

詳しくは、「厚生労働省　ノロウイルス」で検索



23 2017.11　広報　みずかみ



2017.11　広報　みずかみ 24

教育課他からのお知らせ

岩野公民館 図書室より
今月の新刊を紹介します！

書　　　　名 著　者　名 書　　　　名 著　者　名

ママがおばけになっちゃった！

ぼく、ママとけっこんする！
のぶみ

音と不思議を楽しむ

工作と遊び
いかだ社

ママがおばけになっちゃったシリーズ！４歳のと

きにママとの辛い別れをした、かんたろう。それ

から成長した約 20 年後の今日、結婚式を迎えま

した。おばけになったママは！？

「音」の楽しさを盛り込んだ工作と遊びの本で「工

夫する力」を育みます。音が出るおもちゃ＆楽器

あそび／楽しいサウンドマジック／コロコロドミ

ノ装置Kids 工作 Book の全３巻！

ルルとララの

ハロウィン
あんびる　やすこ

くろくんと

ちいさいしろくん
なかや　みわ

ルルとララが、ハロウィンのお菓子づくりにチャレ

ンジ！まちにまったハロウィンには、どんなお菓子

を作るのでしょうか？シュガーおばさんからヒント

をもらったルルとララもいろいろなお菓子にチャレ

ンジします。

なかや　みわさんが描く大人気の「くれよんのく

ろくん」シリーズの続編！色鮮やかに描かれた絵

は目も楽しませてくれます。絵を描く楽しみと共

に、助け合うことや仲間の大切さも教えてくれる

本。

モデルが秘密にしたがる

体幹リセットダイエット
佐久間　健一

永久囚人

警視庁文書捜査官
麻見　和史

ベストセラー45万部突破！テレビ、雑誌など各メ

ディアでも紹介され、超話題！！体形に悩みを抱え

る数万人の女性、そしてミス・インターナショナル

やモデル、芸能人の体形の悩みもスッキリ解消した

驚きのダイエット法を大公開！

文字を偏愛する鳴海理沙班長が率いる捜査一課文

書解読班。そこへダイイングメッセージの調査依

頼が舞い込んできた。ある稀覯本に事件の発端が

あるとわかり、作者を追っていくと、さらなる謎

が待ち受けていた。

淳子のてっぺん 唯川　恵 騙し絵の牙 塩田　武士

「エベレスト？女なんかに登れるもんか」そんな男

の言葉に負けん気を発揮、女性だけの隊で頂きを目

指し、8848メートルに立った淳子。山頂から彼女

が見たものは…。直木賞作家が田部井淳子さんをモ

デルに書き上げた、渾身の長篇小説。

芸能事務所、さらには大泉洋本人との共同企画に

より、主人公に俳優・大泉洋を「あてがき」して

社会派長編小説を執筆。話題作『罪の声』塩田武

士の待望の最新刊は、まさかの“大泉洋”に騙さ

れる。

人権問題の解決に法務局の「常設人権相談所」をご利用ください

　不当な差別、職場・学校でのいじめ、隣人トラブル、インターネットでの誹謗中傷・プライバシー

の侵害など「これは人権上問題では？」と感じたりすることはありませんか。

　法務局では、法務局職員や人権擁護委員が人権に関するご相談をお受けしています。

・秘密は厳守され、費用はかかりません。

・あなたの悩みの解決のため、最善の方法を一緒に考えます。

・必要に応じて、事実関係を調査します（ただし、事案によっては調査をしない場合があり

ます）。

・電話での相談も受け付けております。

～～１人で悩まず、法務局へご相談ください～～
○常設人権相談所

　　場　所：熊本地方法務局人吉支局　人吉市寺町２番地２

　　時　間：月曜日から金曜日（祝祭日を除く）の８：３０～１７：１５

　　連絡先：熊本地方法務局人吉支局　ＴＥＬ：０９６６－２２－３３９３

水上村役場　保健福祉課　高橋　　ＴＥＬ：４４－０３１３

�
�
�
�
�
�
�
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第 46 回特別合同講演会
 講師　歴史家・作家　加

か く

来 耕
こうぞう

三氏　　演題　「歴史に学び、未来を読む」

 日時　平成29年11月29日（水）　午後２時～午後３時30分

 会場　人吉市カルチャーパレス　

■共催／人吉商工会議所・水上村商工会・湯前町商工会・多良木町商工会・あさぎり町商工会・

　　　　錦町商工会・五木村商工会・山江村商工会・相良村商工会・球磨村商工会

■後援／公益社団法人 人吉地区法人会

人吉市下城本町1578-1

TEL0966-24-3311

入場

無料
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株
式
会
社

「
み
ず
か
み
」

　

平
成
28
年
度
（
第
15
期
）
経
営
状
況
報
告

　

８
月
22
日
、
株
式
会
社
み
ず
か
み
第
15
回
定
時

株
主
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
熊
本
地
震
の
影

響
も
あ
り
厳
し
い
状
況
で
し
た
が
、
皆
様
方
の
ご

支
援
に
よ
り
、
営
業
利
益
を
計
上
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
６
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
５
月
31
ま

で
の
経
営
状
況
等
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
と
お
り

で
す
。

【
15

期
の
総
括
】

１
．
概
況

　

熊
本
大
地
震
の
影
響
に
よ
り
、
長
期
に
わ
た
り

被
災
地
域
及
び
周
辺
の
高
速
道
や
一
般
道
の
渋

滞
、
各
地
で
夏
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
さ
れ
る
な
ど

自
粛
ム
ー
ド
の
中
、
夏
場
す
ぎ
ま
で
は
売
上
が
昨

年
を
下
回
る
月
が
半
分
以
上
あ
っ
た
。

　

し
か
し
秋
口
以
降
は
、
売
上
も
回
復
基
調
と
な

り
下
半
期
は
各
施
設
に
お
い
て
、
ほ
と
ん
ど
の
月

で
昨
年
を
上
回
る
状
況
と
な
っ
た
。

２
．
人
員
体
制

　

社
長
、
社
員
6

名
、
パ
ー
ト
7

名
に
て
ス
タ
ー

ト
。
10
月
に
1
名
（
支
配
人
）
増
員
に
よ
り
、
社
員
7

名
・
パ
ー
ト
7
名
、
計
14
名
体
制
で
業
務
に
従
事
。

　

本
部
…
社
員
2

名
（
支
配
人
増
員
）
。
物
産
館
…

社
員
2

名
、
パ
ー
ト
2

名
。
山
の
幸
館
…
社
員
1

名
、
パ
ー
ト
2
名
（
繁
忙
時
は
本
部
よ
り
応
援
）
。
元

湯
…
社
員
1
名
、
パ
ー
ト
3
名
。
キ
ャ
ン
プ
場
…
社

員
1
名
。

３
．
収
支
状
況

①
施
設
全
体
売
上
及
び
損
益
：
総
売
上
は
、
１
０

４
，
４
９
６
千
円
、
対
前
年
比
１
１
６
．
４
％
、
計
画

対
比
１
０
１
．
７
％
、
損
益
は
、
前
期
か
ら
微
増
の

３
，
２
３
７
千
円
と
な
っ
た
。
施
設
別
の
損
益
は
、

物
産
館
は
黒
字
転
換
、
キ
ャ
ン
プ
場
は
前
年
並
み
、

山
の
幸
館
と
元
湯
は
赤
字
幅
を
減
ら
し
た
も
の
の

売
り
上
げ
の
伸
び
が
小
さ
く
赤
字
解
消
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。

②
物
産
館
：
売
上
は
５
５
，
１
４
０
千
円
（
前
期
比

１
１
６
．
５
％
、
計
画
比
９
３
．
５
％
）
。

　

出
荷
協
議
会
の
売
上
が
前
期
比
３
４
％
増
と
大

き
く
伸
び
全
体
の
売
上
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
食

事
弁
当
仕
出
し
部
門
は
前
期
比
１
０
％
増
と
健
闘

し
た
。
出
荷
協
議
会
売
上
の
伸
高
は
６
，
４
２
５
千

円
で
、
そ
の
う
ち
５
，
５
４
５
千
円
（
８
６
％
）
が
外

販
に
よ
る
売
上
で
あ
り
、
本
館
の
売
上
が
微
増
と

な
る
中
、
外
販
部
門
の
躍
進
が
収
益
を
牽
引
し
た
。

今
後
、
本
館
の
取
扱
商
品
の
見
直
し
と
食
事
部
門

を
含
め
た
商
品
の
開
発
が
課
題
と
な
る
。

③
山
の
幸
館
：
売
上
１
４
，
２
７
３
千
円
（
前
期
比

１
０
１
．
８
％
、
計
画
比
７
９
．
３
％
）

　

そ
ば
関
連
（
そ
ば
粉
の
販
売
等
）
が
増
収
、
年
末
の

イ
ベ
ン
ト
売
り
上
げ
の
増
収
に
よ
り
、
か
ろ
う
じ

て
前
期
を
上
回
っ
た
。
食
事
部
門
は
、
夏
場
ま
で
は

震
災
の
影
響
で
低
調
、
後
半
盛
り
返
し
た
が
前
期

売
上
に
は
届
か
な
か
っ
た
。
今
後
、
加
工
部
門
を
育

て
て
い
く
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
く
る
。

④
キ
ャ
ン
プ
場
：
売
上
は
７
，
９
６
１
千
円
（
前
期

比
１
２
１
．
４
％
、
計
画
比
７
９
．
６
％
）
。

　

14

期
は
管
理･

運
営
を
パ
ー
ト
に
任
せ
て
い
た

が
、
７
月
よ
り
社
員
（
管
理
人
）
１
名
常
駐
。
上
半
期

は
震
災
の
影
響
が
残
る
中
で
昨
年
並
み
、
下
半
期

は
Ｇ
Ｗ
期
間
中
の
売
上
は
８
０
万
円
と
回
復
し
増

収
と
な
っ
た
。

⑤
元
湯
：
売
上
９
，
３
９
２
千
円
（
前
期
比
１
０
２
．

０
％
、
計
画
比
９
４
．
１
％
）

　

施
設
独
自
で
の
集
客
に
は
限
界
が
あ
る
が
今
後
、

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
合
宿
チ
ー
ム
の
温
泉
利
用
促

進
、
そ
の
他
営
業
努
力
に
よ
り
集
客
増
を
図
る
。

⑥
ジ
ビ
エ
加
工
場
：
２
月
よ
り
稼
働
を
開
始
、
15

期

の
売
上
は
１
９
１
千
円
、
損
益
は
新
規
立
ち
上
げ

に
よ
る
備
品
購
入
等
の
負
担
も
あ
り
１
０
９
千
円

の
減
益
と
な
っ
た
。
今
後
は
、
加
工
手
間
が
少
な
く

利
益
幅
も
大
き
い
一
頭
売
り
や
、
加
工
食
品
の
販

売
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
こ
と
で
通
期
の
黒
字
化
を

目
指
す
。

　

全
体
の
経
費
面
で
は
、
販
売
管
理
費
が
５
６
，
９

７
９
千
円
と
、
前
期
４
８
，
３
１
６
千
円
か
ら
８
，
６

６
３
千
円
増
と
な
っ
た
。
内
訳
で
は
、
給
与
手
当
が

４
，
６
７
９
千
円
の
増
加
（
キ
ャ
ン
プ
場
管
理
人
、
支

配
人
勤
務
に
よ
る
も
の
）
。
こ
れ
に
伴
い
、
法
定
福
利

費
が
６
５
２
千
円
増
、
雑
給
は
▲
４
７
４
千
円
と
な

っ
た
。
水
道
光
熱
費
▲
１
１
６
千
円
、
通
信
費
４
８

千
円
増
、
備
品
消
耗
品
費
は
ジ
ビ
エ
加
工
場
の
分
が

１
０
５
千
円
あ
り
、
３
０
０
千
円
増
と
な
っ
た
。
外

販
回
数
の
増
加
等
に
伴
い
、
販
売
手
数
料
３
４
３
千

円
、
旅
費
交
通
費
２
３
１
千
円
、
車
両
費
１
９
４
千

円
と
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
た
。
販
促
費
は
▲
２
３
５
千

円
と
な
っ
た
。
村
か
ら
の
指
定
管
理
料
１
２
，
０
０

０
千
円
を
別
に
お
い
て
、
単
独
で
黒
字
を
確
保
す
る

と
な
れ
ば
、
現
状
で
９
，
０
０
０
千
円
の
利
益
を
出

す
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
重
要
と
な
っ
て
く
る
の

は
、
顧
客
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
商
品
の
企
画
開
発
と

販
促
活
動
。
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
合
宿
関
連
及
び
そ

の
波
及
効
果
、
営
業
活
動
の
推
進
に
よ
り
、
こ
れ
ら

の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

損 益 計 算 書
自　平成28年６月１日　　　至　平成29年５月31日

（単位：円）

科　　　目 金　　　　　額

【純　売　上　高】

売 上 高

売上値引戻り高

【売　上　原　価】

期 首 棚 卸 高

商 品 仕 入 高

合 計

期 末 棚 卸 高

売 上 総 利 益

【販売費及び一般管理費】

営　業　利　益

【営 業 外 収 益】

受　 取　 利　 息

受 取 配 当 金

雑　　 収　　 入

【営 業 外 費 用】

雑 損 失

経　常　利　益

【特　別　利　益】

受 贈 益

【特　別　損　失】

固定資産圧縮損

税引前当期純利益

法人税、住民税及び事業税

当 期 純 利 益

 104,440,913

55,142

 

 3,199,592 

45,448,718 

（ 48,648,310）

3,095,228

205

100

 8,287,881

9,761

26,840

6,850,295

104,496,055

45,553,082

（ 58,942,973）

56,978,642

（ 1,964,331）

8,288,186

 

9,761

（ 10,242,756）

 

26,840

6,850,295

（ 3,419,301）

182,550

（ 3,236,751）

貸　借　対　照　表
  　　平成 29 年 5 月 31 日現在  　（単位：円）

資　産　の　部 負　債　の　部

科　　　目 金　　　額 科　　　目 金　　　額

【流動資産】 【 19,110,246】【流動負債】 【 10,809,597】

現 金 及 び 預 金 11,743,353 買 掛 金 4,702,290

売 掛 金 961,705 未 払 金 3,892,273

未 収 入 金 2,586,010 前 受 金 1,175,334

商 品 757,068 仮 受 金 3,000

製 品 33,757 未 払 法 人 税 等 182,500

原 材 料 2,304,403 未 払 消 費 税 等 854,200

貯 蔵 品 412,221 【固定負債】 【 2,094,693】

前 払 費 用 37,800 リ ー ス 債 務 2,094,693

立 替 金 93,929 負 債 の 部 合 計 12,904,290

仮 払 金 180,000 純 資 産 の 部

【固定資産】 【 2,391,752】

（有形固定資産） （2,347,762）【株主資本】 【 8,597,708】

建 物 付 属 設 備 91,272 （資　本　金） （79,100,000）

機 械 装 置 5 資 本 金 79,100,000

車 両 運 搬 具 93,174 （利益剰余金） （△70,402,292）

工 具 器 具 備 品 151,977 繰越利益剰余金 △70,402,292

一 括 償 却 資 産 57,334 （自己株式） （△100,000）

リ ー ス 資 産 1,954,000 自 己 株 式 △100,000

（投資その他の資産） （43,990）

出 資 金 20,000

リサイクル預託金 23,990 純 資 産 の 部 合 計 8,597,708

資産の部合計 21,501,998 負債及び純資産の部合計 21,501,998
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【主な事業内容】

 6月 1日 びぷれす熊日広場物産展 

 4～5日 熊本地震復興物産展（福岡市役所前）

  8日 びぷれす熊日広場物産展 

  15日 びぷれす熊日広場物産展 

  22日 びぷれす熊日広場物産展 

  23日 出荷協議会総会 

  29日 びぷれす熊日広場物産展 

 7月 6日 びぷれす熊日広場物産展 

  13日 びぷれす熊日広場物産展 

  16日 そうめん流し、マス釣り堀オープン（キャンプ場）

 8月 2日 第14期定時株主総会 

   創業祭（物産館、山の幸館、元湯）

  31日 そうめん流し終了 

 9月 7日 びぷれす熊日広場物産展 

  14日 びぷれす熊日広場物産展 

  21日 びぷれす熊日広場物産展 

  28日 びぷれす熊日広場物産展 

10月 5日 びぷれす熊日広場物産展 

  12日 びぷれす熊日広場物産展 

 14～15日 山形屋物産展（リスタートクマモト） 

  19日 びぷれす熊日広場物産展 

  26日 びぷれす熊日広場物産展 

 28～29日 山形屋物産展（リスタートクマモト） 

  30日 施設合同会議（支配人所信挨拶、各施設状況、方針）

  31日 出荷協議会役員会（各部会の今後の活動計画他）

 11月 2日 びぷれす熊日広場物産展 

  7日 びぷれす熊日広場物産展（奥球磨合同） 

  8日 びぷれす熊日広場物産展 

  10日 食品表示法説明会（熊本県環境生活部吉原様より説明）

   出荷協議会加工部会

  11日 出荷協議会穀物部会（今後の活動計画他）

 12～13日 新そば祭り（山の幸館）

  13日 秋フェスタ（物産館）

  16日 びぷれす熊日広場物産展 

  24日 第15期第2回取締役会

   （上期報告、ジビエ加工場、そば買取状況他）

  30日 びぷれす熊日広場物産展 

 12月 7日 びぷれす熊日広場物産展 

  14日 びぷれす熊日広場物産展 

  15日 出荷協議会、視察研修

   （水辺プラザかもと、七城メロンドーム）

  21日 びぷれす熊日広場物産展 

   ハムギフト予約販売（山の幸館）

  31日 年越しそば（山の幸館）

   オードブル（物産館）

 1月 2日 仕事始め 

  10日 びぷれす熊日広場物産展 

  11日 びぷれす熊日広場物産展（奥球磨合同） 

  14日 湯めぐりスタンプラリー

   （元湯　3/20まで、熊本県観光課）

  15日 奥球磨ロードレース（物産館）

   出荷協議会役員会（びぷれす広場の問題点と対策他）

  18日 びぷれす熊日広場物産展 

  25日 びぷれす熊日広場物産展 

  27日 たんくま2月号温泉特集掲載

   （元湯2/28まで温泉100円入湯券）

  29日 施設合同会議（上期実績と下期対策、桜商戦他）

   じゃらん3月号温泉特集掲載 

  31日 ジビエ加工場稼働開始 

 2月 1日 びぷれす熊日広場物産展 

  2日 鹿解体～調理講習会（日本ジビエ振興協会藤木シェフ）

  8日 びぷれす熊日広場物産展 

  9日 びぷれす熊日広場物産展（奥球磨合同） 

  15日 びぷれす熊日広場物産展 

 15～16日 九州フードライフ2017

  22日 びぷれす熊日広場物産展 

  24日 出荷協議会、視察研修

   （サンサンうきっ子宇城彩館、清和物産館四季のふるさと）

 3月 1日 びぷれす熊日広場物産展 

  6日 桜商戦直前会議（準備状況、対策確認）

  8日 びぷれす熊日広場物産展（奥球磨合同） 

  9日 びぷれす熊日広場物産展 

  16日～

　4/16  桜商戦（桜ﾏﾗｿﾝ、花火3/18、桜祭り3/19

   開花が４月にずれ込み、１ヶ月のロングラン）

 4月 16日 桜商戦終了 

  17日 施設合同会議 

  19日 びぷれす熊日広場物産展 

  26日 びぷれす熊日広場物産展 

  28日 出荷協議会役員会（総会日程、役員改選他）

 5月 10日 びぷれす熊日広場物産展 

  17日 びぷれす熊日広場物産展 

  22日 施設合同会議（15期実績16期計画）

   ムース6月号温泉記事広告

  23日 みちくさ6月号アウトドア特集広告 

  24日 びぷれす熊日広場物産展 

  31日 びぷれす熊日広場物産展 

 

【総　　　会】

　第14回定時株主総会 平成28年８月２日

　・平成27年度第14期事業報告並びに決算報告承認の件

　・平成27年度取締役及び監査役の報酬額（案）承認の件

　・平成28年度第15期事業計画（案）の件

　・平成28年度借入金最高限度額決定の件

　・取締役及び監査役の任期満了に伴う改選の件

【取締役会】

　第55回取締役会 平成28年８月２日

　第56回取締役会 平成28年11月24日

【監　　　査】

　監査役による平成28年度第15期決算監査 

平成29年７月28日

　税理士法人近代経営による月時定期監査  

平成28年６月20日

平成28年７月22日

平成28年８月22日

平成28年９月20日

平成28年10月20日

平成28年11月21日

平成28年12月20日

平成29年１月20日

平成29年２月21日

平成29年４月21日

平成29年５月19日



2017.11　広報　みずかみ 28

【主な事業計画】

 6月 びぷれす熊日広場物産展、従業員研修、会議

  出荷協議会総会、新ポスレジ導入

 ７月 新ポスレジ導入、びぷれす熊日広場物産展

  そうめん流し、マス釣り堀オープン、創業祭

 ８月 第15期定時株主総会、店舗改善セミナー

  釣り堀、そうめん流し終了予定

 ９月 びぷれす熊日広場物産展

  出荷協議会役員会、出荷協議会個別部会

 10月 びぷれす熊日広場物産展、施設合同会議

 11月 びぷれす熊日広場物産展

  新そば祭り、秋フェスタ、秋の創業祭

  グランメッセ食の展示会、くまもと農業フェア

  ハムギフト予約販売開始、

  鹿加工品ギフト予約販売開始

 12月 冬のロングランキャンペーン

  びぷれす熊日広場物産展、出荷協議会研修

  年越しそば、オードブル

 1月 仕事始め、施設合同会議

  出荷協議会役員会、奥球磨ロードレース

  びぷれす熊日広場物産展

 2月 びぷれす熊日広場物産展、桜商戦直前会議

 3月 びぷれす熊日広場物産展、桜商戦

 ４月 びぷれす熊日広場物産展

  山開き宿泊キャンペーン、出荷協議会役員会

  ＧＷフェアー

 ５月 びぷれす熊日広場物産展

  クロカンオープン1周年記念協賛イベント

【経営基本方針】
　選択と集中
・より効果的な事業、案件に人と時間を投入する
・効果が見込めても効果が小さいと判断される事業、案件には携わらない
・目先の効果は小さくても将来的に効果が見込める分野へは適宜対処する
・優先順位を決めて実行する
　慢性的な人手不足で日々の雑務に追われる状況下において、効
果が薄いものに人と時間を費やす余裕はなく、限りある人と時間
を有効に活用するためには、より効果的な事業に資源を投入して
いくことで事業の効率化と活性化を図っていく。
　総花的な取り組みを改めることで人と時間のロスを減らし、効
果の期待できる分野に人と時間をかけるため、事業の重要性と緊
急性を勘案し、優先順位をつける。
　現在、最も会社に不足しているものは「商品力」。特に中長期で
保存可能な加工品や土産品の少なさが顕著であり、喫緊の課題と
なる。
　次に、売り上げが収支に及ぼす影響が大きい「キャンプ場」、「元
湯温泉」の営業強化、これまで積極的に営業を行ってきた形跡は

見られず、（株）みずかみ黒字化のためには、この２部門の売り上
げを伸ばすことが不可欠といえる。
　よって第16期は、①中長期で保存可能な加工品や土産品の開
発、②キャンプ場・元湯の営業強化を最優先課題として取り組ん
でいく。
　人材の確保・育成、販路拡大なども並行して行っていく必要は
あるが、それぞれの効果を考慮した上で取捨選択し適切に対処し
ていく。
　同時に心身ともにリフレッシュした状態で業務に集中できる
環境づくりと、作業効率の向上も課題となる。

【施設別計画】
１．物産館

・クロスカントリー関連、営業活動を通して集客増を図ると
ともに、集荷協議会と連携し、下記を中心に部会の活動を
強化する

①漬物、その他加工品の真空パックによる長期保存方法の検討、
製品化

②ジャム類の瓶詰他長期保存方法の検討
③ジビエ加工品を使用した土産品の開発
④オリジナルの箱物、袋物の土産品の開発
⑤商品知識、品質表示、パッケージ包装等の研修
⑥びぷれす広場他外販活動

　・インターネットを活用した販売促進
２．山の幸館

　クロスカントリー関連、営業活動を通して集客増を図るとと
もに、15期に十分に実行できなかった案件を含め、以下の３点
を重点的に実行する

　・ジビエ加工品、そば万十、その他商品開発
　・ハム、ソーセージの常設コーナーの設置と営業活動
　・継続したイベントの実施による集客増を図る
３．キャンプ場

　積極的な営業活動による集客増、各種メディアを利用しての
周知、広告・ＰＲ、クロスカントリー合宿チームの宿泊、地元と
の連携強化による集客を図る。
１．バス会社、旅行会社への企画営業、コラボ企画
２．アウトドア関連の会社、サークルへの企画営業
３．合宿企画（小中学校、企業の新人研修、クロスカント

リー他）
４．広告・ＰＲ、コラボ企画（アウトドア、温泉、地域の雑

誌、インターネット他）
５．地元、球磨、人吉地域の企業との連携、営業活動
６．施設間の連携による周知
７．イベント企画

４．元湯
　以下の新たな取組みや継続する取組みにより、入湯者数、売
上増を目指す。
・桜祭り等のイベント客の取り込み
・クロスカントリー合宿者の利用、旅館組合との連携強化
・広告ＰＲ、営業活動及び施設間の連携
・無料バスの運行　（３地区×２で６回運行）
・無料券を使い切った後の名前の書いてある用紙は200円入

浴サービスパスに
５．ジビエ加工場

　夏場の搬入が減少しているが、秋から冬にかけての増加を考
慮し受入頭数、取れ高の向上を目指すとともに、以下により販路
拡大を図る。
・ネット通販を利用しての販売
・地域内外への飲食店等への販路拡大
・クロスカントリー合宿を活用した各旅館への食材提供販売
・各種イベントでの販売活動

平成 29年度第 16期事業計画

第16期施設別収支計画　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 単位：千円

物　産　館 山の幸館 キャンプ場 元　　湯 ジビエ加工場
本部・

あめんぼー館
合　　　計

売　　　 上 62,200 17,500 10,000 9,830 1,475 13,900 114,905 

売 上 原 価 43,400 7,000 950 650 289 280 52,569 

粗 利 益 18,800 10,500 9,050 9,180 1,186 13,620 62,336 

粗 利 益 率 30.2% 60.0% 90.5% 93.4% 80.4% 98.0% 54.2%

販 売 管 理 費 13,840 9,500 7,520 10,250 636 13,260 55,006

雑入・雑損失 0 0 400 0 0 1,272 1,672

損　　　 益 4,960 1,000 1,930 -1,070 550 1,632 9,002
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◆参加費　無料
◆主催　公益社団法人　熊本県看護協会

林業退職金共済制度（林退共）の退
職金請求について
　以前、林業の仕事に従事されたことがあり、その
当時、林退共制度に加入していた、もしくは加入し
ていたかもしれない方で、退職金請求手続きをし
たお心当たりのない方は、退職金をまだ受け取っ
ていない可能性があります。林業の仕事をしてい
た当時の加入の有無についても当方で確認を行い
ますので、お気軽に最寄りの支部または本部へお
問い合わせくさだい。

～県の就職相談室～

ジョブカフェ・球磨ブランチ
　「ジョブカフェ・球磨ブランチ」は就職に関する
様々な問題の無料相談室です。
　何から始めたら良いか…悩んでいませんか？
ジョブカフェ・球磨ブランチでは個別にお話を
伺っています。
◆対象　就職を希望されている方であれば、どな
たでもご利用できます。
◆活動内容　職業適性診断／履歴書や職務経歴書
作成支援／面接の練習・対策／企業訪問による求
人開拓／保護者の相談／その他就職に関するさま
ざまな相談
◆日時　月～金　午前10時～午後５時
　※予約が必要です。
◆予約先　球磨ブランチ（県球磨地域振興局３階）
　　　　　℡22-0555

第７７回科学展開催のお知らせ
　今年も県内子どもたち５万人以上が取り組んだ
科学研究物の中から選出された約１２０点が展示
されます。展示期間中の土日は、体験型イベントも
併せて開催。４日（土）はくまモンが登場。
◆期日　11月４日（土）～12日（日）９時～17時
　　　　※12日は15時まで
◆会場　熊本市環境総合センター　
　　　　熊本市東区画図町所島４０４－１
◆入場料　無料

熊本県立農業大学校 平成３０年度
学生募集（一般入試選抜）
　農業大学校では、農業に関する高度な知識や技
術、さらには幅広い教養と社会性を培い、次代の本
県農業の担い手と地域農業のリーダーを育成する
ため、農業を自ら意欲的に目指す人材を募集しま
す。
　出願期間は12月１日（金）～12月15日（金）
　選抜日時は平成30年１月23日（火）　午前10時
～午後４時
　詳しくは、県立農業大学校教務課へお問い合わ
せください。

「看護がつなぐ地域包括ケアフォー
ラムin人吉・球磨」
◆開催日　平成29年11月26日（日）午後１時～午

後４時
◆開催場所　人吉カルチャーパレス　小ホール
◆参加対象　一般住民及び医療・介護等関係者

お知らせ

お問い合わせ先

独立行政法人勤労者退職金共済機構　林業退職金
共済事業本部

（Tel）03-6731-2887
（Fax）03-6731-2890
（Hp）http://www.rintaikyo.taisyokukin.go.jp/

お問い合わせ先

県立農業大学校教務課　（Tel）096-248-1188

お問い合わせ先

県立教育センター　（Tel）  0968-44-6613

　熊本県　科学展　検索

熊本県警からのお知らせ
平成29年11月25日（土）～12月１日（金）は、犯罪被害者週間です。

　犯罪被害で受ける心の痛みは計り知れません。励ましの言葉は、時として被害者にとって負担になることも

あります。あなたのそばに、悩んでいる人はいませんか…そんな人に相談窓口を教えてあげることも大切な支

援の第一歩です。

○犯罪被害者支援に関する相談

　警察本部広報県民課犯罪被害者支援室

　℡096-381-0110（内線2193～2195）

　公益社団法人くまもと被害者支援センター

　℡096-386-1033（犯罪被害一般）

　℡096-386-5555（ゆあさいどくまもと）

○性犯罪被害に関する相談

　警察本部捜査第一課「レディース110番」

　℡0120-8343-81（携帯電話からは不通）

　℡096-384-1254

　＃8103（「ハートさん」全国共通番号）

○警察に対する各種相談

　警察本部広報県民課「警察安全相談室」

　℡096-383-9110（プッシュホンからは＃9110）
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月 日 曜日 上　球　磨 中　球　磨 そ　の　他 小　児　科

11

3 金
古城クリニック 

（TEL　44-0321）
ほづみ皮膚科医院

（TEL　26-5300）
球磨村診療所

（TEL　32-0377）
たかはし小児科内科医院

（TEL　24-2222）

5 日
こんどう整形外科 

（TEL　45-6555）
小川整形外科医院

（TEL　38-3455）
公立多良木病院小児科

（TEL　42-2560）

12 日
宮原医院 

（TEL　42-2082）
脳神経外科小林クリニック

（TEL　38-5670）
やまむら医院

（TEL　45-0005）

19 日
渡辺医院

（TEL　42-2541）
岩井クリニック

（TEL　49-2181）
堤病院付属九日町診療所小児科

（TEL　22-2251）

23 木
上球磨クリニック

（TEL　42-5868）
たかの眼科

（TEL　47-2550）
球磨村診療所

（TEL　32-0377）
人吉医療センター小児科

（TEL　22-2191）

26 日
横山医院

（TEL　42-2132）
緒方医院

（TEL　35-0131）
やまむら医院

（TEL　45-0005）

※ 予定のため、変更になる場合もございますので、ご了承ください。

月 日 曜日 当　番　薬　局 そ　の　他

11

3 金 クスノキ薬局桜の里店（水上村） （TEL　47-8123）

清風薬局サンロード免田店
（あさぎり町）

（TEL　49-9600）

5 日
多良木いちご薬局（多良木町） （TEL　42-6888）

山口薬局（多良木町） （TEL　42-2123）

12 日

山口薬局ピーチ店（多良木町） （TEL　42-7712）

エスエス堂きりん本町薬局（あさぎり町） （TEL　45-6330）

百太郎薬局（錦町） （TEL　28-8123）

19 日

おかざき薬局（あさぎり町） （TEL　49-2905）

高階誠心堂薬局たらぎ店（多良木町） （TEL　42-1117）

山口薬局（多良木町） （TEL　42-2123）

23 木
たらぎ調剤薬局（多良木町） （TEL　43-0221）

くるみ薬局（あさぎり町） （TEL　49-9630）

26 日
エスエス堂きりん本町薬局（あさぎり町） （TEL　45-6330）

くま薬局（球磨村） （TEL　35-1300）

※ 予定のため、変更になる場合もございますので、ご了承ください。

球磨郡医師会休日在宅医当番（11月）

休日当番薬局（11月）
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　秋がやってきました。今年も村内各所

で彼岸花が咲き誇りました。新米を実ら

せた稲とのコントラストは田舎ならで

は？でしょうか。皆さんは何に『秋』を

感じますか？

11月のごみ収集・・・美しい水上 ３R（リデュース・リユース・リサイクル）・温暖化防止活動に参加しましょう。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えないごみ

資源ごみ

資源ごみ

資源ごみ

資源ごみ

9日・16日・24日・30日：

　　アルミ缶・スチール缶・透明びん・茶色びん

2日：燃えないごみ・鉄くず・ガラス・陶器　

資源ごみ

燃えないごみ

燃えるごみ 6日・13日・20日・27日

ごみ減量と分別にご協力を～平成28年度のごみ出し状況～

表
紙
の
説
明

人のうごき
平成29年9月末現在（　）内は先月比

人口

男

女

世帯数

2,270（＋2） 

1,065（±0） 

1,205（＋2） 

  910（＋5） 

11 月の行事予定

  ５日（日） 村消防ポンプ操法大会

12 日（日） 5th 秋フェスタ（農林業祭り・

  オールドカーフェスティバル）

26 日（日） 岩野地区分館対抗駅伝大会

  分館対抗湯山一周駅伝大会

※予定ですので、変更になることがあります。

　平成２８年度の人吉球磨クリーンプラザへのごみの搬入状況をお知らせします。
　水上村の資源ごみを除くごみの合計は 350,530 ㎏で、前年度より 4,620kg の減となり、本村の負
担金はおよそ 85万円の減額となりました。しかし、可燃ごみが 1,740 ㎏の増、資源ごみが 4,390 ㎏
の減となっております。ごみ減量を心がけていただき、資源ごみになるようにご協力をお願いします。
　また、買い物に行かれる際はマイバッグを持参ください。

人吉球磨クリーンプラザごみ搬入状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：㎏・千円）
種別 年度 人吉市 錦町 あさぎり町 多良木町 湯前町 水上村 相良村 五木村 山江村 球磨村 計

可燃ごみ

27 10,009,270 2,046,180 2,932,300 1,719,060 775,430 322,590 838,870 201,540 616,600 638,680 20,100,520

28 9,895,450 2,045,660 2,929,490 1,731,870 712,820 324,330 852,910 199,960 628,290 606,390 19,927,170

差 △ 113,820 △ 520 △ 2,810 12,810 △ 62,610 1,740 14,040 △ 1,580 11,690 △ 32,290 △ 173,350

不燃ごみ

27 561,410 112,430 162,860 101,810 50,820 28,020 66,700 10,550 42,030 52,200 1,188,830

28 555,080 108,810 100,880 99,150 46,150 23,140 62,550 10,780 39,830 41,190 1,087,560

差 △ 6,330 △ 3,620 △ 61,980 △ 2,660 △ 4,670 △ 4,880 △ 4,150 230 △ 2,200 △ 11,010 △ 101,270

粗大ごみ

27 86,020 24,920 26,110 13,560 6,230 3,820 8,000 910 5,240 5,660 180,470

28 77,380 29,360 36,400 15,070 5,700 2,540 8,050 860 8,860 4,070 188,290

差 △ 8,640 4,440 10,290 1,510 △ 530 △ 1,280 50 △ 50 3,620 △ 1,590 7,820

有害ごみ

27 6,110 2,470 3,100 1,650 490 720 420 260 20 1,750 16,990

28 5,680 2,090 2,840 1,070 480 520 10 220 0 1,720 14,630

差 △ 430 △ 380 △ 260 △ 580 △ 10 △ 200 △ 410 △ 40 △ 20 △ 30 △ 2,360

計

27 10,662,810 2,186,000 3,124,370 1,836,080 832,970 355,150 913,990 213,260 663,890 698,290 21,486,810

28 10,533,590 2,185,920 3,069,610 1,847,160 765,150 350,530 923,520 211,820 676,980 653,370 21,217,650

差 △ 129,220 △ 80 △ 54,760 11,080 △ 67,820 △ 4,620 9,530 △ 1,440 13,090 △ 44,920 △ 269,160

資源ごみ

27 71,900 94,750 251,350 8,900 182,960 79,280 95,920 45,970 96,900 68,760 996,690

28 66,580 82,350 238,550 9,670 165,430 74,890 86,260 47,470 90,570 67,420 929,190

差 △ 5,320 △ 12,400 △ 12,800 770 △ 17,530 △ 4,390 △ 9,660 1,500 △ 6,330 △ 1,340 △ 67,500

負担金

27 27,447 27,447

28 26,599 26,599

差 0 0 0 0 0 △ 848 0 0 0 0 △ 848

お問い合わせ先　　水上村役場　保健福祉課（担当　高橋）　電話　44-0313
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